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業況ＤＩ＝【好転の回答割合】－【悪化の回答割合】＊前年同月比比較 刈谷のDI値
全国のDI値
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【全国】
　３月の景況をみると、全産業合計の業況ＤＩ（前年同月比ベース、以下同じ）は▲４．４（前月比＋３．３ポイント）と、改善。産業別
にみると、建設業は、悪化したものの、「好転」から「不変」への変化が主因であり、堅調な公共工事の下支えが続くなど、実体はほぼ
横ばい。製造業は、堅調な自動車関連に加え、駆け込み需要を背景に衣料品などで受注増が続いており、プラス圏で推移。卸売業は、好
調な建築資材に加え、衣料品・日用品関連などで、駆け込み需要に伴い受注が伸びたことからマイナス幅が縮小。小売業は、駆け込み需
要がピークを迎え、家電に加えて、日用品・食料品など幅広い品目で買いだめする動きが活発になっているため、改善。サービス業は、
歓送迎会などの予約が伸びているものの、人材確保難を背景に人件費負担が増大していることから、ほぼ横ばい。
　向こう３カ月（４～６月）の先行き見通しは、全産業合計の業況ＤＩ（今月比ベース）が▲２８．２（今月比▲２３．８ポイント）と、大
幅に悪化する見込み。
　産業別に先行き見通しをみると、今月と比べ、建設業は、住宅関連の受注低迷に加え、人件費や資材価格の上昇・高止まりによる収
益圧迫が見込まれるため、悪化。製造業は、取引先の減産対応に伴う受注減のほか、コストダウン要請の強まりが懸念されることから悪
化。卸売業は、建設業や製造業向けに加え、日用品・食料品などでも需要減が見込まれるためマイナス幅が拡大。小売業は、駆け込み
需要の反動減に伴う売上の大幅な落ち込みを見込むほか、消費者のマインド低下や節約志向の強まりが懸念されるため、悪化。サービス
業は、観光関連で消費税引き上げに伴う影響は小幅に止まるとの見方があるものの、飲食業では消費手控えによる客足の鈍化が見込まれ
ることなどからマイナス幅が拡大。
【刈谷】
　全産業合計の業況DIは、全国は(前月比＋３．３ポイント)、刈谷は(前月比＋１１．０ポイント)と、業況の好転が見られる。
　産業別に見ると、建設業は、＋５７．１（前月比＋７．１ポイント）であり、依然としてプラス値で推移、製造業（＋２３．５）・小売
業（＋３３．３）であり好転。卸売業は▲２５．０・サービス業は▲ー１６．７悪化であり、マイナス値で推移。

【製　造　業】　・取引先企業による生産・販売拠点の海外移転の動き
・４月からの電気代の大幅引き上げ
・生産性向上（コスト低減活動）
・国内事業環境悪化に伴う仕事量の確保
・海外でのビジネス拡大に伴う人材育成、海外出向者確保
・顧客の海外生産移行のため、国内生産減少化が進み、受注量の大幅減少
・従業員の移動（退職者の増加）入社応募者の減少。
・原材料価格が少しずつ上昇。

【建　設　業】　・住宅建設の動向→消費税引き上げの駆け込み需要により先行き不安あり
・上期の受注は確保できているが、それ以降は消費税率の引き上げ反動がどう影響してくるか不透明な状況
・人不足、材料不足→受注単価以上に発注単価が上昇

【卸　売　業】　・仕入価格の上昇により利幅が縮小している。
【小　売　業】　・消費増税の影響か、個人客が目に見えて減少している
【サービス業】　・軽油価格の動向
　　　　　　　・建築費の上昇

自社が直面している経営上の問題等について
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since1965新規開業 (会社設立または
個人青色申告 )の悩み解決
簡単出納帳入力がクラウド
上で月額 800 円より !! 
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心配から解放

〒444-1305  高浜市神明町2-5-17
TEL 0566-53-7881   FAX 0566-54-2055
http://www.kasamatsu.gr.jp/pc/index.html

私たちは企業参謀をめざします


